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第 14 回日本地震工学シンポジウム（2014）オーガナイズドセッション（案） 

 

① セッション名（和文）： 「原子力安全のための耐津波工学の形成」 

② セッション名（英文）： “Tsunami Resistant Technology for Nuclear Safety” 

③ オーガナイザー：  

亀田弘行（京都大学名誉教授）kameda2@minuet.plala.or.jp 

今村文彦（東北大学教授）imamura@irides.tohoku.ac.jp 

宮野 廣（法政大学客員教授）hiroshi.miyano.77@hosei.ac.jp 

 

東日本大震災における福島第一原子力発電所の過酷事故の主たる原因は、原子

力発電所における津波対策の不備にあった。この認識に基づき、日本地震工学

会に「原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会」を設置し、

2012年 9月から２年間の予定で活動している。本セッションでは、委員会討議

で明らかになった原子力発電所の津波安全の重要課題につき、委員以外からの

観点も加えて討議する。 

テーマには、地震・津波工学に求められる原子力安全の基本事項、原子力発電

所の地震・津波事故シナリオ、原子力施設の地震・津波安全に関する性能、リ

スク論に基づく津波防御の体系、津波の外力作用、津波防御に関する工学の体

系化、フラジリティー評価、一般防災との関連、耐津波工学関連の解析コード、

耐津波工学の体系、などを取り上げる。 

このセッションは、地震工学・津波工学・原子力安全工学の分野が協力して企

画運営にあたる。 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------ 

※連絡先：港湾空港技術研究所 野津厚（nozu@pari.go.jp） 

（↑メールを受信した場合，必ず返信がありますから御確認下さい） 

※締めきり 2013 年 12 月末日 
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